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年
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「
社
会
保
障
番
号
」
制
度
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
九
月
、
政
府
・
厚
生
労
働
省
は
、
有
識
者
に
よ
る
検
討
会
（
「
社
会
保
障
カ
ー
ド
（
仮
称
）
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」
）
を
発
足
さ
せ
た
。
「
社
会
保
障
番
号
」
制
度
に
つ
い
て
、
年
内
に
も
基
本
構
想
を
ま
と
め
る
方
針
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

し
か
し
、
右
検
討
会
は
、
「
社
会
保
障
カ
ー
ド
（
仮
称
）
」
の
機
能
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
に
関
す
る
議
論
を
中
心
と
し
て
お

り
、
そ
も
そ
も
何
故
「
社
会
保
障
番
号
」
制
度
が
必
要
で
あ
る
の
か
、
そ
し
て
こ
の
制
度
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
如
何
な
る
影
響

を
与
え
る
か
な
ど
に
つ
い
て
は
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
政
府
部
内
で
検
討
さ
れ
て
き
た
「
社
会
保
障
番
号
」
は
、
生
涯
不
変
の
番
号
を
、
全
て
の
国
民
及
び
在
留
外
国
人

に
付
番
す
る
も
の
で
あ
る
上
、
民
間
で
利
用
す
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
住
基
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
住
民
票
コ
ー
ド

以
上
に
「
共
通
番
号
」
と
し
て
利
用
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
重
大
な
脅
威
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
費
用
対
効
果
の
点
で
も
極
め
て
疑
問
が
大
き
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
ま
ま
、
「
基
本
構
想
」
が
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
国
民
や
在
留
外
国
人
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
将
来
に
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
。

一



よ
っ
て
、
以
下
の
点
に
つ
き
質
問
す
る
。

第
一

制
度
創
設
の
行
程
等
に
つ
い
て

一
�

平
成
一
八
年
九
月
二
二
日
付
で
、
「
社
会
保
障
番
号
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
」
作
成
の
「
『
社
会
保
障
番

号
』
に
関
す
る
実
務
的
な
議
論
の
整
理
に
つ
い
て
」
（
以
下
、
「
議
論
の
整
理
」
と
い
う
）
が
公
に
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
以
外
に
、
現
在
政
府
が
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
「
社
会
保
障
番
号
」
や
「
社
会
保
障
カ
ー
ド
（
仮
称
）
」
（
以

下
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
、
社
会
保
障
番
号
制
度
と
い
う
）
に
つ
い
て
ま
と
め
た
文
書
が
存
在
す
る
か
。

�

存
在
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
文
書
名
、
作
成
者
、
作
成
年
月
日
、
内
容
の
骨
子
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二
�

政
府
は
、
今
後
、
「
社
会
保
障
カ
ー
ド
（
仮
称
）
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
（
以
下
、
「
検
討
会
」
と
い
う
）

の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
、
ど
の
よ
う
な
行
程
で
社
会
保
障
番
号
制
度
に
関
す
る
法
案
を
準
備
す
る
予
定
で
あ
る
の

か
、
そ
の
お
お
よ
そ
の
日
程
を
含
め
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

現
在
、
創
設
を
目
指
し
て
い
る
社
会
保
障
番
号
制
度
の
骨
子
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

社
会
保
障
番
号
制
度
の
運
用
開
始
予
定
時
期
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

社
会
保
障
番
号
制
度
を
運
用
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
法
改
正
や
制
度
が
必
要
で
あ
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ

二



た
い
。

三
�

現
在
、
社
会
保
障
番
号
制
度
に
つ
い
て
は
、
「
検
討
会
」
以
外
に
、
ど
の
省
庁
の
ど
の
部
局
、
組
織
等
に
お
い
て
検

討
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
は
、
検
討
予
定
で
あ
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

今
後
、
そ
れ
ら
の
検
討
結
果
が
発
表
さ
れ
る
予
定
が
存
す
る
な
ら
、
そ
の
予
定
日
時
、
検
討
内
容
の
骨
子
等
に
つ
い

て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

社
会
保
障
番
号
制
度
は
、
現
在
、
厚
生
労
働
省
や
社
会
保
険
庁
で
進
め
ら
れ
て
い
る
「
最
適
化
」
計
画
と
、
ど
の
よ
う

な
関
係
が
あ
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

第
二

社
会
保
障
番
号
制
度
の
内
容
に
つ
い
て

一

前
提
事
項
に
つ
い
て

�

「
議
論
の
整
理
」
に
記
載
さ
れ
た
内
容
は
、
現
在
、
政
府
が
導
入
を
検
討
し
て
い
る
社
会
保
障
番
号
制
度
に
関
す
る

認
識
と
概
ね
一
致
し
て
い
る
と
の
理
解
で
よ
い
か
。

特
に
、

（
�
）

「
社
会
保
障
番
号
」
は
、
本
人
の
申
請
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
社
会
保
障
給
付
を
受
け
得
る
者
（
ゼ
ロ

三



歳
以
上
の
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
お
よ
び
日
本
に
在
留
し
外
国
人
登
録
を
行
っ
て
い
る
者
）
の
全
て
に
、
漏

れ
な
く
割
り
当
て
る
前
提
で
あ
る
の
か
。

（
�
）

「
社
会
保
障
番
号
」
の
導
入
後
も
、
健
康
保
険
、
年
金
保
険
な
ど
の
各
制
度
固
有
の
被
保
険
者
番
号
等
は
存

続
し
、
併
用
す
る
前
提
で
あ
る
の
か
。

（
�
）

「
議
論
の
整
理
」
に
お
い
て
、
「
社
会
保
障
番
号
」
検
討
の
前
提
と
し
て
、
「
個
人
に
付
番
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
そ
の
個
人
を
同
定
す
る
四
情
報
（
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
）
等
を
基
に
、
あ
る
時
点
に
特
定

の
番
号
を
割
り
当
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
住
所
等
が
変
わ
っ
て
も
そ
の
本
人
を
特
定
す
る
も
の

で
あ
る
。
『
社
会
保
障
番
号
』
を
導
入
す
る
場
合
に
も
、
四
情
報
等
の
的
確
な
把
握
、
更
新
が
必
要
」
と
説
明

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
変
更
は
な
い
か
。

（
�
）

な
お
、
（
�
）
に
関
連
し
て
、
こ
の
四
情
報
の
的
確
な
把
握
、
更
新
を
行
う
方
法
と
し
て
、
「
住
基
ネ
ッ

ト
」
か
ら
「
本
人
確
認
情
報
」
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
か
否
か
。

以
上
の
各
点
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
認
識
が
違
っ
て
い
る
場
合
は
、
違
っ
て
い
る
箇
所
を

明
ら
か
に
し
、
当
該
箇
所
に
関
す
る
現
在
の
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四



�

社
会
保
障
番
号
制
度
は
、
い
か
な
る
情
報
を
、
ど
の
よ
う
に
管
理
し
よ
う
と
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
の
か
、
概
要
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

現
在
の
社
会
保
険
庁
は
、
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
年
金
保
険
、
雇
用
保
険
分
野
に
お
い
て
、
い
か
な
る
個
人
情
報

を
、
い
か
な
る
法
的
根
拠
に
基
づ
い
て
、
ど
れ
位
の
数
保
有
し
て
い
る
の
か
、
概
要
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
社
会
保
障
番
号
」
の
導
入
に
よ
り
、

（
�
）

�
で
あ
げ
た
社
会
保
険
庁
（
及
び
そ
の
承
継
組
織
）
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
種
類
、
数
等
に
変
更
は
生
じ

る
の
か
、

（
�
）

情
報
管
理
の
方
法
に
い
か
な
る
変
更
が
生
じ
る
の
か
、

（
�
）

い
か
な
る
事
務
の
効
率
化
や
人
員
の
削
減
等
が
見
込
め
る
の
か
、

を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

社
会
保
障
番
号
制
度
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
及
び
費
用
対
効
果
に
つ
い
て

�
（
�
）

社
会
保
障
番
号
制
度
導
入
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

右
「
必
要
性
」
は
現
在
の
制
度
を
前
提
と
し
て
実
現
が
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
の
か
否
か
を
明
ら
か
に
さ
れ

五



た
い
。

（
�
）

社
会
保
障
番
号
制
度
導
入
の
重
要
な
契
機
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
消
え
た
年
金
問
題
」
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
�
過
去
の
「
（
本
人
の
同
一
性
確
認
が
で
き
な
い
が
故
に
発
生
し
た
）
消
え
た
年
金
」
問
題
が
、
将
来

の
社
会
保
障
番
号
導
入
に
よ
っ
て
解
決
す
る
も
の
か
否
か
、
�
今
後
の
「
（
本
人
の
同
一
性
確
認
が
で
き
な
い

が
故
に
）
消
え
た
年
金
」
問
題
に
対
し
て
は
、
「
基
礎
年
金
番
号
」
で
対
処
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�
（
�
）

「
議
論
の
整
理
」
に
お
い
て
、
「
現
行
の
サ
ー
ビ
ス
等
を
前
提
」
と
し
た
場
合
、
�
保
険
者
・
行
政
機
関
に

お
け
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
「
現
在
は
、
各
制
度
の
被
保
険
者
番
号
や
四
情
報
等
を
用
い
て
個
人
情
報
を
突
合
し
て

い
る
が
、
各
制
度
で
統
一
さ
れ
た
『
社
会
保
障
番
号
』
を
用
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
突
合
を
簡
易
迅
速
に
行
う

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
」
こ
と
、
�
国
民
に
と
っ
て
、
「
国
民
は
、
複
数
の
番
号
（
各
制
度
固
有
の
番

号
）
を
保
管
す
る
必
要
が
な
く
、
一
つ
の
番
号
で
、
社
会
保
険
や
労
働
保
険
関
係
の
手
続
き
や
問
い
合
わ
せ
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
主
な
メ
リ
ッ
ト
は
こ
れ
ら
の
点
で
あ
る
と

い
う
理
解
で
よ
い
か
。

六



（
�
）

「
検
討
会
」
で
の
審
議
経
過
を
鑑
み
る
な
ら
ば
、
「
社
会
保
障
カ
ー
ド
（
仮
称
）
」
一
枚
で
、
右
�
の
各
手

続
き
や
問
い
合
わ
せ
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
か
ら
、
「
社
会
保
障
番
号
」
は
不
要
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点

に
つ
い
て
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
議
論
の
整
理
」
に
お
い
て
、
「
社
会
保
障
分
野
に
お
い
て
、
制
度
や
保
険
者
を
跨
が
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

す
る
場
合
」
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
「
医
療
機
関
等
に
端
末
を
設
置
し
、
被
保
険
者
番
号
等
を
活
用
し
て
、
医
療
給
付

の
受
給
者
が
被
保
険
者
登
録
名
簿
（
保
険
者
が
管
理
）
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
否
か
の
確
認
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
給
付
の
誤
り
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
が
、

（
�
）

現
在
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
「
給
付
の
誤
り
」
は
ど
の
程
度
存
す
る
の
か
、

（
�
）

仮
に
こ
の
よ
う
な
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
で
の
確
認
シ
ス
テ
ム
を
創
設
す
る
と
し
て
も
、
健
康
保
険
の
固
有
番
号

を
用
い
て
確
認
す
れ
ば
足
り
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
え
て
、
社
会
保
障
番
号
を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
積
極
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
、

そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

右
�
（
�
）
�
の
メ
リ
ッ
ト
の
効
率
化
効
果
に
つ
い
て
、
「
議
論
の
整
理
」
に
お
い
て
、
「
現
在
、
日
常
的
に
行
わ

七



れ
、
比
較
的
件
数
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
次
の
事
務
に
つ
い
て
、
『
社
会
保
障
番
号
』
導
入
に
よ
る
効
率
化
効
果
を
試

算
」
し
た
と
こ
ろ
、
�
「
老
齢
厚
生
年
金
と
雇
用
保
険
基
本
手
当
等
の
併
給
調
整
事
務
」
に
お
い
て
、
年
間
約
二
〇
〇

万
円
、
�
「
年
金
か
ら
の
介
護
保
険
料
天
引
き
」
に
お
い
て
、
年
間
約
二
二
〇
〇
万
円
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
社
会
保
障
番
号
」
導
入
の
費
用
は
、
「
人
件
費
」
や
「
四
情
報
を
自
動
更
新
す
る
シ
ス
テ
ム
経

費
」
な
ど
を
含
ま
な
い
場
合
で
も
、
初
期
経
費
が
約
七
五
〇
億
円
、
経
常
経
費
が
約
四
五
億
円
を
要
す
る
も
の
と
試
算

さ
れ
て
い
る
（
そ
の
他
、
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
最
大
限
配
慮
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
場
合
や
各
保
険

者
・
医
療
機
関
に
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
導
入
す
る
場
合
に
は
、
初
期
費
用
約
四
九
〇
億
円
、
経
常
経
費
約
七
三
〇
億
円

が
更
に
必
要
で
あ
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
」
）
。

こ
の
両
者
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
一
見
し
て
著
し
く
「
費
用
対
効
果
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
失
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、

（
�
）

現
段
階
に
お
け
る
、
社
会
保
障
番
号
制
度
創
設
及
び
運
用
に
関
す
る
費
用
の
概
算
、

（
�
）

社
会
保
障
番
号
制
度
創
設
に
よ
る
効
率
化
効
果
（
費
用
及
び
人
員
の
削
減
の
程
度
）

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
（
な
お
、
全
て
を
概
算
で
き
な
い
場
合
は
、
部
分
的
に
概
算
で
き
る
費
用

八



の
み
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
）
。

�

「
議
論
の
整
理
」
に
お
い
て
、
「
社
会
保
障
分
野
以
外
で
活
用
す
る
場
合
」
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
「
納
税
者
番
号

と
し
て
活
用
す
る
場
合
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

（
�
）

政
府
は
、
「
社
会
保
障
番
号
」
を
「
納
税
者
番
号
」
と
し
て
利
用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、

（
�
）

政
府
は
、
「
社
会
保
障
番
号
」
を
「
納
税
者
番
号
」
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
の
か
、

（
�
）

政
府
は
、
「
社
会
保
障
番
号
」
を
「
納
税
者
番
号
」
と
し
て
利
用
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
（
そ

の
限
界
を
含
む
）
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
存
す
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、

そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

同
じ
く
、
「
社
会
保
障
番
号
」
に
つ
い
て
、
「
民
間
で
の
一
般
利
用
を
認
め
る
場
合
」
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
「
金

融
機
関
等
に
お
い
て
、
本
人
確
認
及
び
個
人
情
報
の
名
寄
せ
手
段
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
」
と

し
て
い
る
が
、

（
�
）

政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
「
社
会
保
障
番
号
」
の
民
間
利
用
は
許
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、

（
�
）

政
府
は
、
ど
の
よ
う
な
民
間
利
用
の
形
態
を
想
定
し
て
い
る
の
か
、

九



（
�
）

想
定
し
う
る
民
間
で
の
利
用
形
態
に
つ
い
て
、
想
定
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
社
会
保
障
番
号
」
導
入
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
、
特
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

（
�
）

ど
の
よ
う
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が
想
定
で
き
る
か
、

（
�
）

米
国
の
社
会
保
障
番
号
（
Ｓ
Ｓ
Ｎ
）
の
濫
用
・
悪
用
事
例
に
つ
い
て
検
討
し
た
か
、

（
�
）

（
�
）
に
お
い
て
、
典
型
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
濫
用
・
悪
用
事
例
が
認
め
ら
れ
た
か
、

（
�
）

そ
の
よ
う
な
濫
用
・
悪
用
事
例
を
防
止
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
防
止
策
が
考
え
ら
れ
る
か
、

そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

な
お
、
「
議
論
の
整
理
」
に
お
い
て
、
「
（
社
会
保
障
番
号
と
し
て
）
新
た
に
番
号
を
創
設
し
、
社
会
保
障

分
野
に
利
用
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
社
会
保
障
番
号
に
よ
る
社
会
保
障
以
外
の
分
野
に
お

け
る
個
人
情
報
の
不
適
切
な
名
寄
せ
等
を
防
止
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
」
と
あ
る
が
、
�
い
か
な
る
手
段
で

「
利
用
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
が
可
能
」
と
な
る
と
想
定
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
�
こ

こ
で
は
「
社
会
保
障
分
野
に
利
用
範
囲
を
限
定
す
る
」
と
し
な
が
ら
、
右
に
あ
げ
た
箇
所
で
は
、
「
民
間
で
の

一
〇



一
般
利
用
」
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
も
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

第
三

「
社
会
保
障
カ
ー
ド
（
仮
称
）
」
に
つ
い
て

一
�

政
府
は
、
近
時
、
健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
証
、
年
金
手
帳
等
を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
し
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
内
蔵
の
個
人
認

証
の
仕
組
み
も
取
り
入
れ
た
、
「
社
会
保
障
カ
ー
ド
（
仮
称
）
」
（
以
下
、
単
に
「
カ
ー
ド
」
と
い
う
）
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
が
、
�
導
入
の
目
的
及
び
ひ
と
つ
の
カ
ー
ド
に
す
る
必
要
性
、
�
制
度
の
概
要
、
�
「
社
会
保
障
番
号
」

と
の
関
係
、
�
導
入
予
定
時
期
、
�
「
カ
ー
ド
」
の
券
面
に
記
載
す
る
事
項
、
�
「
カ
ー
ド
」
内
蔵
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に

格
納
す
る
情
報
、
�
発
行
主
体
、
�
発
行
方
法
、
	
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
等
に
つ
い
て
、
現
段
階
に
お
い
て
構
想
が
ま

と
ま
っ
て
い
る
限
り
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

か
ね
て
か
ら
厚
生
労
働
省
が
検
討
し
て
き
た
、
健
康
保
険
証
を
カ
ー
ド
化
し
た
「
健
康
Ｉ
Ｔ
カ
ー
ド
（
仮
称
）
」
と

の
関
係
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

特
に
、
健
康
Ｉ
Ｔ
カ
ー
ド
に
お
い
て
は
、
内
蔵
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
本
人
の
診
療
情
報
等
を
入
れ
る
構
想
で
あ
っ

た
と
聞
く
が
、
こ
の
点
は
「
カ
ー
ド
」
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一
一



�
（
�
）

「
カ
ー
ド
」
内
蔵
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
「
個
人
認
証
」
シ
ス
テ
ム
を
格
納
す
る
予
定
で
あ
る
の
か
否
か
、

（
�
）

格
納
予
定
が
あ
る
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
（
本
人
確
認
手
段
等
）
を
格
納
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
の
か
、

（
�
）

ど
の
よ
う
な
場
合
に
利
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
か
、

（
�
）

カ
ー
ド
を
医
療
機
関
に
提
示
し
て
被
保
険
者
資
格
を
確
認
す
る
よ
う
な
場
合
は
、
「
個
人
認
証
」
を
行
わ
ず

に
、
カ
ー
ド
を
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
入
れ
て
サ
ー
バ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
だ
け
で
資
格
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る

構
想
で
あ
る
の
か
、

そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
カ
ー
ド
」
で
本
人
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
宅
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
自
分
の
年
金
情
報
や
レ
セ
プ
ト
情

報
等
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
個
人
情
報
を
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

レ
セ
プ
ト
情
報
な
ど
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
場
合
、

（
�
）

医
療
機
関
等
に
よ
り
本
人
の
病
歴
等
が
閲
覧
さ
れ
て
し
ま
う
な
ど
の
危
険
性
は
な
い
の
か
、

一
二



（
�
）

高
利
貸
し
な
ど
に
対
し
て
、
債
務
者
が
「
任
意
」
に
、
全
て
の
情
報
を
閲
覧
さ
せ
る
危
険
性
は
な
い
の
か
に

つ
い
て
、
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

（
�
）

そ
の
よ
う
な
危
険
性
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
カ
ー
ド
」
の
不
正
取
得
に
よ
る
成
り
す
ま
し
対
策
が
、
例
え
ば
「
四
桁
の
暗
証
番
号
」
だ
け
だ
っ
た
場
合
、
「
四

桁
の
暗
証
番
号
」
さ
え
知
ら
れ
た
な
ら
ば
、
容
易
に
成
り
す
ま
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
こ
れ
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て
も

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

「
カ
ー
ド
」
と
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
平
成
一
七
年
三
月
に
は
、
「
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
・
国
民
健
康
保
険
証
等
連
携
検
討
会
報
告
書
」
が
財
団
法
人
地
方
自
治
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
さ
れ
る
な

ど
し
て
い
る
が
、
政
府
や
同
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
検
討
し
て
い
る
事
項
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
概
要
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

一
三


